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（単位：千円）

概　　　　　　　　要 事業費

文化を担う人づくり事業
学校や地域の文化施設と連携した小中学生等への「質の高い芸術文化」や「地域文
化」を活かした文化体験機会の提供や全国トップレベルの高校生が京都に集い、日頃
の成果を披露し合い、交流する「全国高校生伝統文化フェスティバル」等を実施

50,200

京都学・歴彩館資料保存・活用
事業

京都における文化の発展及び学術の振興のため、資料の収集、保存（修理）、活用（公
開）を一体的に実施

70,469

こころを育む古典の日推進事
業

「古典の日」（11月1日）をはじめ、多くの人が古典に親しむ機会をつくり、古典の文化的
価値を評価するためのフォーラム等を開催し、その魅力を国内外に広く発信

7,500

文化創造促進事業
京都文化を支える文化芸術団体の分野横断的連携を強化するとともに、新たな挑戦の
発表の場となる各種展覧会等を実施

21,997

地域文化活動振興事業

リサーチを主とした短期アーティスト・イン・レジデンス（ＡＩＲ）と、その成果を踏まえた制
作発表を伴う中期ＡＩＲの府内各地展開や、市町村を含む実行委員会等や地域の団体
による文化事業に対する助成等、京都府内各地域における文化活動の振興と地域の
活性化に資する取組を実施

82,498

新・世界遺産事業
「天橋立」の世界文化遺産登録に向け、普遍的価値を高めるための調査研究の強化や
地元とも協働し、気運を高めるためのシンポジウム等を開催

2,000

四季の彩り事業
府立植物園の四季折々の魅力を発信するため、桜ライトアップや名月観賞の夕べ、紅
葉夜間ライトアップ等を実施

7,650

国際アート市場形成事業

文化芸術・産業等が一体となったアート市場の形成のため、作家自らが販売等を行う見
本市「ワールドアーティストフェア京都」や若手作家の選抜展覧会「Ｋｙｏｔｏ Ａｒｔ for
Tomorrow」、国内外のバイヤーやデザイナー等との相互交流による伝統工芸関係の新
商品開発やビジネスマッチングを支援する「KYOTO KOUGEI WEEK」等を実施

139,200

文化財活用支援事業
文化財を活用し、人が集まり文化に親しむ取組への支援や、文化財を活用する所有者
に対し、美装化・環境整備のための補助等を実施し、文化財活用の好循環を創出

33,000

京都文化力プロジェクト2016-
2020開催

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会等に向けて、京都の文化を世界に発信
し、新しい文化創造を目指す「京都文化力プロジェクト2016-2020」の実施計画に基づく
施策を実施

30,000

ＩＣＯＭ京都大会2019開催
ＩＣＯＭ（国際博物館会議）京都大会2019の開催に当たり、大会参加者向けにおもてなし
行事を開催するとともに、府民向けの大会開催記念イベント等を実施

33,000

国際京都学活動推進事業
京都学・歴彩館において国内外の大学や研究機関等とのネットワークを活用した研究
等を実施

14,450

文化政策総合推進事業
京都文化の向上に寄与された方々を顕彰（「京都府文化賞」）するとともに、受賞者で構
成される「京都文化芸術会議」からの提言を受け、文化力による未来づくりの推進を議
論するフォーラム等を実施

9,625

北山文化環境ゾーン広場・プロ
ムナード整備

京都学・歴彩館と周辺施設との連携・交流を図るため、広場及びプロムナードを整備 108,000

文化芸術施設整備
文化芸術振興の「拠点」としての機能及び発信力を強化するため、緊急度の高い施設
や設備の充実・機能回復を実施

226,000

835,589

　１　文化活動を担う人づくり

　２　文化の保存及び継承

　３　新たな文化の創造

事　項

文化力による未来づくり事業一覧

合　　　　　　計

　４　文化資源を生かした地域づくり

　５　文化資源を活用した経済の活性化

　６　多様な京都の文化の発信

　７　文化活動を支える基盤づくり

新 

新 



京都府文化力による未来づくり条例の概要

１ 経緯

京都府では、平成17年に「京都府文化力による京都活性化推進条例」を制定し、
京都が有する優れた文化資源の力を「文化力」と位置付け、地域の活性化のための
様々な施策を全国に先駆けて実施してきた。

この間の社会情勢の変化に的確に対応するとともに、文化政策の対象を拡大し、
観光、福祉、教育、産業等関連分野との連携を図り、文化芸術が生み出す様々な力
を文化芸術の継承、発展及び創造に活用し、その循環を作ることなどを趣旨とする
文化芸術振興基本法の改正（平成29年６月23日公布・施行）や、文化庁の京都移転
決定に伴う新文化行政の展開など、文化行政を取り巻く環境の変化を踏まえ、条例
名を「京都府文化力による未来づくり条例」とするなど、全面的に改正（平成30年
７月31日公布・施行）したもの。

２ 条例のポイント

○ 前文

文化の持つ力の意義や、各地域に個性豊かな文化や産業が築かれ、多様な文化の

受入により創造を重ねてきた府内の文化の特色、社会情勢の変化による文化の継

承の危機を踏まえ、文化の継承や創造、活用等により、質の高い府民生活と府内

各地域の活性化の実現を目的とする旨を記載。

（第１条）○ 基本理念

①文化を担う人材育成、②誰もが文化に親しむ環境整備、③文化の保存・継承、

④文化の創造、⑤多分野での文化の活用、⑥基本法との連携の６項目を規定。

（第９条～第26条）○ 基本的な施策

①人づくり、 ②文化の保存・継承、 ③文化の創造、 ④地域づくり、 ⑤経済の

活性化、⑥文化の発信、 ⑦基盤づくりの７つの課題に対応した体系に整理。

【法改正に対応し、府として充実・強化等を行う部分】

食文化など生活文化の振興（第13条）

関係者（文化団体、大学、経済団体等）との連携強化（第２条、第８条）

文化資源を生かした地域づくり（第18条、第19条）

障害者等の文化振興（第12条 、文化を通じた国際交流（第23条））

基本計画（第７条 （法に規定する地方文化芸術推進基本計画）の策定）

文化力による未来づくり審議会（第27条 （法に規定する都道府県の審議会）の設置）

【府が独自に取り組む部分】

文化の相互交流や産業等との連携による新たな文化の創造(第16条)

文化資源を活用した経済の活性化（第20条、第21条）


